
エイブル Presents 

第 71 回全日本フェンシング選手権大会（個人戦）開催要項 
 

１. 主 催  公益社団法人日本フェンシング協会 

 

２. 主 管  東京都フェンシング協会 

 

３. 後 援  東京都、スポーツ庁 （予定） 

 

４. 期 日  平成 30 年 12 月 6 日（木）～9 日（日） 

 

５.  会 場   

予選  駒沢オリンピック公園総合運動場 体育館  

〒154-0013 東京都世田谷区駒沢公園 1-1 

 TEL03－3421－6121 

   決勝  東京グローブ座 

       〒169-0073 新宿区百人町 3-1-2 

        TEL03-3366-4020 

 

６. 日 程  

12 月 6 日（木） 9:00～9:30 技術委員会 

9:30～10:00 審判委員会 

10:00～10:30 代表者会議 

9:50 最終コール 

10:30～19:00 予定 男子サーブル 女子エペ 予選～準決勝 

12 月 7 日（金） 8:30 開場 

9:20 最終コール 

10:00～18:00 予定 男子フルーレ 女子フルーレ 予選～準決勝 

12 月 8 日（土） 

 

8:30 開場 

9:20 

10:00～18:00 予定 

最終コール 

男子エペ 女子サーブル予選～準決勝 

12 月 9 日（日） 

グローブ座 

12:00 開場 

 

13:00～ 

 

男女各３種目 決勝 

競技の進行により、開始、終了時間が変更となる場合がある。 

 

７. 競技規則 

  国際フェンシング連盟（FIE）試合規則及び（公社）日本フェンシング協会試合規則の最

新版を準用するが競技方法については次項に定めるルールを適用する。 

 

８. 競技方法 

（１）プール戦とエリミナシオン・ディレクト方式で行う。 

（２）プール戦は原則 7 人で行う。各試合（マッチ）は 5 本先取とする。 



（３）エリミナシオン・ディレクト進出者は 56 人とし、各試合 3 セット（サーブルは 8 本先

取で 1 分間休憩）、15 本先取とする。2 人以上の選手が ED 上り最終番目で同位の場合

は繰り上げる。バラージュは行わない。 

（４）参加選手数等により、競技方法を変更する場合がある。 

（５）出場選手の最終コールは該当種目開始予定時間の 40 分前とする。 

９.  参加資格 

（１）全ての参加選手・監督・コーチは平成 30 年度（公社）日本フェンシング協会登録済み

の者とする。 

   監督・コーチは同種目において複数のチームに属することはできない。平成３０年１月

１日現在１２歳以上の者とする。（2018 年 JOC 杯カデの部・出場対象年齢） 

（２）各種目とも、参加選手数は 74 人とする。 

（３）各種目とも、以下のいずれかにより出場資格を付与する。 

   なお、成績による参加資格は、出場種目と同じでなければならない。 

① 第 70 回全日本フェンシング選手権大会個人戦における上位 8 人までの選手（8 人） 

   ②各ブロックの予選または推薦による選手（33 人） 

    ※学生連盟に加盟している選手は対象外とする。 

   ③全日本学生フェンシング連盟における予選または推薦による選手（24 人） 

    ※学生連盟に加盟している選手のみを対象とする。 

   ④主管団体（東京都）の推薦による選手（1 人） 

   ⑤（公社）日本フェンシング協会の推薦による選手 

    ◇各カテゴリーにおける選出人数（シニア 8 人）カデ・ジュニアランキングの推薦は

行わない。 

    ◇選出方法については 

     「2018 年度 FJE ランキング制度に基づくシニアナショナルチーム・メンバー選定

及び、海外競技会派遣選手の選定方法について」による。 

  

http://fencing-jpn.jp/cms/wp-content/uploads/2018/04/7e66669269c7bbcbb2cacb4b84

065139.pdf 

【出場者枠一覧表】 

参 加 区 分 ブロック等内訳・推薦理由 フルーレ エペ サーブル 

北海道・東北 北海道・青森・岩手・宮城・秋田・山形・福島 5 5 5 

北 関 東 茨城・栃木・群馬・埼玉 3 3 3 

南 関 東 千葉・東京・神奈川・山梨 5 5 5 

北 信 越 新潟・富山・石川・福井・長野 3 3 3 

東    海 岐阜・静岡・愛知・三重 3 3 3 

近    畿 滋賀・京都・大阪・奈良・和歌山・兵庫 4 4 4 

中    国 鳥取・島根・広島・山口・岡山 3 3 3 

四    国 徳島・香川・愛媛・高知 3 3 3 

九    州 福岡・佐賀・長崎・熊本・大分・宮崎・鹿児島・沖縄 4 4 4 

学    連 全日本学生フェンシング連合 24 24 24 

前回成績推薦 第 70 回全日本選手権大会（個人戦）（ベスト 8） 8 8 8 

競技会推薦 ※ シニア 8 8 8 

主管団体推薦 東京 1 1 1 

合    計  74 74 74 

http://fencing-jpn.jp/cms/wp-content/uploads/2018/04/7e66669269c7bbcbb2cacb4b84065139.pdf
http://fencing-jpn.jp/cms/wp-content/uploads/2018/04/7e66669269c7bbcbb2cacb4b84065139.pdf


   ※FJE ランキング制度シニアに基づいた、ランキング各種目上位 8名（重複した場合は繰り

下げる）を推薦する。（カデ・ジュニアランキングの推薦は行わない） 

平成30年10月31日までの大会を選考対象とする。 

各地方予選がすでに終了し、上記推薦者と重複した場合は各地方予選から繰り上げる。 

 
10.  表 彰 

  優勝者には優勝杯・メダル・賞状、2 位・3 位にはメダル・賞状を授与する。 

11.  用 具 

 

 （１）FＩE 競技規則第 1 編第 4 章 選手の装備 

    選手は、自己の責任において剣を持ち、用具・服装を着けて競技を行う。「自分の全責

任の元に危険・災害に対して、武器・装具・服を着けて戦う。選手は自分が加害者ま

たは被害者となるあらゆる事故に対して、責任を持たなければならない。」このことを

十分に理解して試合に臨むこと。 

  ※審判ルール委員会 2018 年 9 月 6 日付け「胸部保護具・マスク・サーブルグローブ武器

に関する規定について（通知）」を推奨する。 

 （２）用具検査は、次の日程で行う。 

検査日時 実施種目 検査対象用具 

12 月 5 日（水） 

       13:00～17:00 
当日実施種目及び

翌日実施種目 

なお、検査は当日実

施種目を優先する。 

・剣             （4 本） 

・ボディーワイヤー      （2 本） 

・メタルジャケット      （2 着） 

・マスク           （2 個） 

 □フルーレ・エペ・サーブル 

・マスクケーブル 

 □フルーレ・サーブル    （2 本） 

・電気サーブル用グローブ   （2 個） 

 （もしくはカフ） 

12 月 6 日（木） 

     9:00～競技終了まで 

12 月 7 日（金） 

     9:00～競技終了まで 

12 月 8 日（土） 

     8:30～15：00 まで 
当日実施種目 

※検査対象用具は、過去の合格シール・ゼッケンなど全て取り外しておくこと。 

※剣・マスク・ボディーワイヤー・メタルジャケット・マスクケーブルの検査対象用具

数量の上限は、それぞれの種目ごとの上限とする。 

 （３）ユニフォーム等 

   審判員は、試合開始前にピスト上で選手のユニフォーム・プロテクター・マスク等の劣

化やほころび等を確認する。その際、劣化やほころび等があると認められた場合、選手

はイエローカードの警告を受け、適正なものに交換しなければならない。 

 

12 参加申込 

  参加費 1 種目 10,000 円（保険料含む） 

 

  Ｗｅｂ登録による参加申し込みとする。 

(1) 申込み期間 

   11月 6日（火）～11月 22日（木）の期間とする。 

 

(2)Ｗｅｂ登録による参加申込みは、2018 年 11月 22 日（木）までに以下リンク先より申

し込み手続きをする事 

http://fencingsystem.jp/fes/ 

http://fencingsystem.jp/fes/


※注意事項： 

① 申込開始期日（11/6）以前での申込はできない。  

② システム上、期日を過ぎた申込は一切受付できない。 

③ 事前に協会登録を済ませた選手のみ登録が出来ます。 

※ 自動返信メールで内容に誤りがあった場合は、速やかにメールにてご連絡ください 

   ④ 詳しい協会登録・試合登録の方法は下記マニュアルを参照して下さい。 

http://fencingsystem.jp/fes/manual/ 

⑤参加申込方法の手順は、以下となります。※協会登録を済ませていない場合は④へ 

1)「フェンシング登録サイト（http://fencingsystem.jp/fes/）」にログイン  

2) 該当の団体の「管理」をクリック 

3) 左側メニューの「試合登録」の中の「新規試合登録」をクリックし、 

該当の大会の「登録」をクリック 

4) 出場する選手と種目を選択して「確認」をクリック 

※事前に協会登録が済んでいない選手は表示されません。 

※複数の種目に複数の選手を一括登録できます 

5)「確認画面」にて申込内容を確認 

6) お支払い方法を「クレジットカード」「コンビニ・郵便局払込み票」から選択 

7)「クレジットカード」の場合は必要事項を入力して決済を完了。 

8)「完了画面」が表示されると、Ｗｅｂでの試合登録が完了。 

「コンビニ・郵便局払込み票」の場合は 12月２日（日）までにお支払いを 

お願いします。（予定） 

※協会登録は 9月末までに行って下さい。参加費入金後の返金はいかなる場合も行わない。 

※自動返信メールで登録内容を再確認してください。 

※試合登録の領収証は「試合登録」の中の「登録状況確認・領収証」から 

一度だけダウンロードすることが出来ます。 

⑥協会登録の手順は下記となります。 

1)「フェンシング登録サイト（http://fencingsystem.jp/fes/）」で、メールアドレス 

を入力しパスワードを発行。 

2) 該当の団体の「管理」をクリック 

3) 左側メニューの「協会登録」の中の「2018年度協会登録」をクリック。 

4) 昨年度の会員を「検索」または「新規追加」して登録者リストを作る。 

5)「確認画面」にて申込内容を確認 

6) お支払い方法を「クレジットカード」「銀行振込」から選択 

7)「クレジットカード」の場合は必要事項を入力して決済を完了 

8)「完了画面」が表示されると、協会登録が完了。「銀行振込」の場合は 

       速やかにお支払いをお願いします。 

※自動返信メールで登録内容を再確認してください。 

※協会登録の領収証はから一度だけダウンロードすることが 

出来ます。 

問合せメールアドレスは下記の通りです。 

touroku@fencing-jpn.jp  登録録事務局 宛て 

※参加上の注意： 

1)参加選手は、大会における参加選手の写真及びデジタルデータについて、 

  FJEまたは FJEが使用を許可した先が使用することを了承するものとする。 

http://fencingsystem.jp/fes/manual/
mailto:touroku@fencing-jpn.jp


2) WEB参加申込後、出場を辞退する場合は、当該出場種目開始日の 24時間前までに、 

（公社）日本フェンシング協会 事務局に対し文書（郵送またはファクシミリ）にて 

申し出ること。 

3)申込後、いかなる事由があっても参加費は支払うこと。大会不参加の場合でも、 

          大会参加費用はお支払頂きます。 

※未登録者及び申込期間後の参加申し込みは認めない。 

 

13.  参加上の注意 

  ◇参加選手は報道用データ提供及びプログラム作成等に使用するため、参加選手の写真及

びデジタルデータを提供するとともに、目的の範囲内での使用を了承するものとする。 

  ◇参加申し込み後、諸事情により余儀なく出場を辞退する場合は、当該出場種目開始日の

２４時間前までに、（公社）日本フェンシング協会事務局に対して文書（郵送又はファッ

クシミリ）にて申し出ること。申し出なく棄権した場合は、ペナルティーとして次年度

の全日本選手権大会個人戦の参加資格を失うものとする。 

  ◇推薦された選手（前年度成績推薦、その他の推薦）が出場しない場合は、（公社）日本フ

ェンシング協会事務局に対し文書（郵送又はファクシミリ）にて申し出ること。 

  ◇協会登録は完了していること。手続き中の者の参加申し込みは一切受け付けない。 

  ◇参加申込期限を過ぎてからの申込はできない。 

 

14. ドーピング検査 

(1) 本競技会は、日本ドーピング防止規定に基づくドーピング検査対象大会である。 

本競技会参加者は、競技会にエントリーした時点で日本ドーピング防止規定にしたがい、

ドーピング検査を受けることに同意したものとみなす。 

(2) 未成年者である本競技会参加者のエントリーにおいては、上記のドーピング検査の実

施について親権者から同意を得たものとみなす。 

(3) 本競技会参加者は、本競技会において行われるドーピング検査を拒否又は回避した場

合、検査員の指示に従わない場合、帰路の移動等個人的諸事情よりドーピング検査手続

きを完了することができなかった場合等は、ドーピング防止規則違反となる可能性があ

る。ドーピング防止規則違反と判断された場合には、日本ドーピング防止規定に基づき

制裁等を受けることになるので留意すること。 

(4) 日本ドーピング防止規定の詳細内容およびドーピング検査については、公益財団法人

日本アンチ・ドーピング機構のウェブサイト(http://www.playtruejapan.org)にて確認す

ること。 

(5) アンチドーピングに係る基礎知識の習得に「ADeL」という e ラーニングのページが掲

示されていますのでご活用下さい。 

 

15. 宿泊・弁当 

   各自が手配するものとする。主催者においての斡旋等は行わない。 

16. 安全管理 

   参加者は協議会全般における安全管理について、特に留意して臨むこと。 

① 各選手・監督には主催者が競技会における傷害保険に加入する。 

② 各選手は、事前にスポーツ傷害保険等他の保険に加入すること。 

 

 

 



17. 本件に関する問い合わせ 

  ○メールによる問い合わせは、info@fencing-jpn.jp 宛とし、件名を『71 全日本個人 

問い合わせ』と記載すること。 

※原則として、メールにて問い合わせをお願い致します。 

 

  


